
ら
け
に
お
以
恥
い

制
山m
g

町
出
増
一Y

、

7
2
t

諮
問
w
m
M引

I
h刊
し

計
1

棚
田

続
、
鱗
袖
野
山
引

ロ

e
@
@
@

託

、
数
数
積
度
に

a
f
総
総
密
月
。

口
帯
口
前
た

人
世
商
人

L
3岡
引
け

•• 
打
わ-
M
i
l
i
-
-
i
j
i
i
f
i
z
-
-
i

・
…
一
E
V
A
-
臼
@
大
野
小
〈
事
時
)
一
肌

2
5
2
2
M
M
E
Z
E
-
-

司

町
…
残
雪
ご
苦
労
さ
ん
で
す
と
警
の
問
題
V
4
白
@
書
公
民
館
一
山

一
ご
(
夜

7

符
)
農
政
の
問
題
V
8
白
f
附

忠
世
山
市
}
沌
…
一
金
百
出
張
所
(
夜

7
時
)
農
政
の
車
両
)

線
一
話

J十
{
…
一
マ
行
日
@
金
量
民
館
(
夜

8

蒔
)
罰
雨
庭
上
上
十
ん

重
複
課
税
さ
け
る
一
…

f

妓
J
L山
口
保
と
教
育
の
問
題
V
習
。
申
原
小
一
山
々
開
同
同
は

問
完
投
均
一
歩
…

~
γ易
叫
…
一
昨
一
読
i
w

校
校
校
校
た

住
箆
護
法
語
、
住
訴
事
長

L
M
M
弘
容
積
抄
ハ
鉱
山
可

F
M
一
見
の
各
地
5
9
3
1
2
陣
一
山
中
哩
学
学
い

i
;

に
喜
一
色
為
掛
川
1
h
一
…
一
日
時
五
日
開
時
一

M
4
4

小
主

持
日
立
詩
抗
日
一
…
蕊
、
干
支
イ
寸
一
告
す
長
が
量
磁
器
関
蓄
に
よ
一
…
善
一
原
本
土
棚

で
襲
警
察
か
わ
っ
た
と
き
一
致
…
♂
/
々
〈
ぞ
一
三
…
す
吉
沢
e
土
盛
夏
場
へ
、
語
教
育
一
川
崇
松
港
空
間
踏
会

一
は
、
勤
務
苦
、
住
所
警
官
な
二
ぷ
汐
柊
河
口
比
…
塁
間
へ
出
撃
る
予
定
。
一
川

君
主
ろ
乙
ば
せ
て
い
ま
す
。
自
書
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
毅
一
主

4

仁
実
…
冒
…
一

l
i
i
i
!

一
附
…
…
…
…
…
刊

誌
計
七
一
一
一
一
一
一
一
一
一
土
問
諮
問
時
諸
件
、
む
諒
一
主
主
計
三
年
記
長
一
弘
一
号
め
説
明
日
砂
上
上
上
上
吋

野
一
六
九
、
-
九
五
九
円
@
喜
四
一
一
寸
一
県
市
民
税
か
ま
き
て
重
喜
子
と
に
な
白
ま
す
。
一

7
0な
ん
で
も
要
を
つ
け
て
や
れ
、
一
一
メ
一
高
白
書
室
両
知
あ

j
j
i
l
i
l
i
-
-
i

一
と
い
う
か
ん
た
ん
な
震
で
は
な
し
一
一
生
当
官

7
一
回

韓
交
よ
れ
ツ
謡
し
あ
い
の
場
九
一
白
河
野
詰
訪
問
一
議
審
議
。
陪
運
動
。
一
山
時
間
関
間
関
献

争
中
畿
一
瞬
?
?
き
輩
出
向
…
川
市
口
一
語
柏
田
一
一
昨
日
町
制
初
出
品

る
・
舗
鶴
か
品
第
一
一
間
関
一
可

1

観
朝
市
」
ナvu
h
鵠
ヱ
場
誘
致
運
合
審
会
@
一
…
せ
明
明
朗
傾
向

ω

ニ
鶴
緒
豊
場
壁
、

f
l
i

叩
一
一
目
、

f
L

二
号
胡
語
感
治
醇
け
一
一
前
記
市
道
認
定
の
問
問
題
を
審
議
。
一
山

市
役
所
総
奪
還
、
第
一
言
皇
〈
市
宮
、
市
内
十
六
会
場
長
一
富
席
言
語
話
題
に
震
の
あ
一
一
弘
主
翻
意
也
子
総
務
警
護
企
画
整
号
一
;

催
ず
る
言
語
、
〈
止
呂
田
を
各
慢
の
広
雲
員
会
長
、
開
催
喜
一
る
職
員
が
で
む
く

ζ
と
に
な
っ
て
い
ま
ニ
ベ
調
畿

s

川
一
一
転
す
る
霊
平
塚
出
張
所
移
転
書
店

の
編
成
を
い
モ
い
で
い
ま
し
奏
会
主
!
?
一
す
の
で
、
2
8
5
き
一
一
欝
額
二
一
一
半
語
、

i
i
h

盟

問
M
2
2
D
4
一
一
言
ら
連
続
開
催
す
る
こ
と
に
な
D
一
だ
さ
い
。
事
「
警
の
問
題
」
と
一
一
鶴
税
分
印
刷
一
一
対
す
る
助
成
金
毒
殺
事
。
一
寸
同

一
な
っ
て
い
る
会
場
選
、
警
以
外
の
一
一
韓
民
刻
印
刷
一
一
V
2
2
5
@
聖
大
野
雨
期

口
刊
げ
は
V
M
十
日
時
九
訪
日
日
昨
日
記
げ
一
月
日
十
日
九
九

1
い
た
だ
き
か
ね
一
一
議
一
一
山
阿
佐
一
時
刊
誌
九
日
計
四
日
市
唯
一
慨

一
て
戸
汀
政
内
緩
や
市
政
方

h
j
一
言
、
み
ー
さ
ん
の
多
数
意
見
守
一
一
麓
県
第

4
A
一
つ
き
を
ま
る
た
め
、
合
開
会
議
を
一
川
∞
一
フ
潟
諭

一
へ
そ
れ
に
対
す
る
み
な
さ
ん
の
南
一
み
と
っ
て
き
め
ら
れ
ま
す
。
い
ま
ま
で
子
顕
鱗

i
i
i
i
i
i
L
一
ひ
ら
く
乙
と
な
ど
を
決
定
。
両

E

ヵ
ま
感

一
一
一
守
一
山
込
誌
の
の

一
も
重
し
て
、
事
務
の
参
考
に
し
ょ
一
に
と
台
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
が
ら
以
外
で
て

M
E
-
-
E
一
一
三
吉
町
三

-
E
E
=吉
王
室
町
一
守

M

塁
揮
港
対
策
委
@
実
習
シ
偏
見
立
ア
岳
愛

一
う
と
い
う
ね
ら
い
に
よ
る
も
り
で
一
ぜ
ひ
、
歩
く
市
役
所
の
話
題
と
し
た
い
一
歩
く
市
役
所
日
程
一
ュ
ン
セ
ツ
に
ヨ
い
て
協
議
。
ド
ラ
グ
副
主
連
グ
川
婦

一
すc

一
問
題
を
お
も
ち
の
か
た
は
、
殿
町
の
王
室
吾

E
5
5
2
2
5
2

喜
一
ラ
イ
ン
を
使
っ
て
至
急
シ
ュ
ン
セ
ツ
一
州
鶴
間
ア
谷
丸

一
市
放
を
も
っ
と
智
た
い
と
思
う
入
、
芸
員
会
へ
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
主
7
5
?
更
を
教
高
悪
一
を
行
う
ほ
か
、
宮
古
シ
ュ
ン
セ
一
一
九

一
市
川
問
所
に
た
ず
ね
た
い
こ
と
や
、
っ
た
一
童
話
人
た
ち
の
草
の
問
題
で
あ
一

Z

完
沼
会
島
小
(
夜
8
時
)
建
一
ツ
を
強
力
に
蹄
情
す
る
こ
こ
な
ど
を
一
川
鵠
問
、
選
色
画

一
え
た
い
こ
と
を
も
っ
て
い
る
人
た
ち
の
一
る
と
き
は
、
次
の
機
会
で
、
話
題
に
と
一
設
と
農
政
の
問
題
V
お
ヲ
+
一
民
土
怒
足
。
一
川
副
都

J
-

特
然
決

立
日
付
れ
れ
れ
泣
け
刊
行
一
説
幻
自
民
け
十
ぴ

L
b日
時
間
日b
d
v町
内
何
時
間
い
九
日
日
品
川
比
一
日
正
和

一
長
。
一
党
市
政
書
ζれ
が
市
設
運
営
の
む
一
望
。
間
階
小
(
夜
8
時
)
霊
の
間
一
語
つ
い
て
審
議
へ
採
択
)
。
雨
露

J

文
一
総

一
も
っ
と
も
、
幸
運
主
要
一
ト
ー
で
す
o
T
5
で
き
い
た

i
j
i
l
l
j
j
h
i
t
-
!
?
?
i
!一
剛
院
罫
若
ス
誰

警
広
報
室
会
に
ま
で
、
一
一
日
、
主
主
、
か
な
ら
ず
市
議
一
灘
講
読
点

Z
2

割
払
韓
「

m
J
i

会
場
一
一
i

一
一
得
閣
の
制
限
さ
れ
党
時
間
一
一
刀
ー
や
っ
て
む
け
る
と
い
う
わ
け
に
一
山
轍

j
J

公
一
?
@
ん
議
雨
量
《
々
目

の
な
か
で
話
し
あ
い
す
る
乙
と
で
す
と
は
い
か
な
い
場
合
も
た
く
さ
ん
あ

b
i…
韓
日
…
J
F
2

合
議
一
空
間
な
醐
一
削
ト

ι
:

一

巳
日
川
上
日
目
立

v
r
u
U
H
U
一
日
烈
伊
一
本
島
九
一
一
一
一
弘
一
…
謹
暁
一
一

各
広
報
委
員
会
選
、
そ
れ
ぞ
れ
、
地
豆
、
市
役
誇
の
幹
部
が
ぢ
か
に
き
い
一
一
え
悩
を
い
1
一
の
@
経
社
一
山
ー

一
花
の
い
ち
ほ
ん
の
霊
と
思
わ
れ
る
乙
て
霊
童
じ
反
映
し
て
い
る
の
も
一
…
一
言
の
と
て
第
持
e
Z
Z
福
一
山

と
が
菱
重
と
し
て
と
り
あ
げ
、
一
重
で
す
。
土
…
一
山
間
配
献
。
問
問
ト
ト
ト
一
一
間
情
一
山

そ
の
話
題
を
中
心
に
、
話
し
あ
い
の
場
一
歩
く
市
役
所
の
話
し
あ
い
の
揚
で
ま
、
一
“
“
山
川
あ
正
と
く
e
同
月
ろ
異
例
議
他
一
削

一

t

一
だ
い
、
つ
だ
き

3

こ
桜
談
住
の
一

i

が
し
く
ま
れ
て
い
ま
す
。
市
役
所
か
ら
一
じ
っ
く
D
お
奈
川
い
の
議
見
を
つ
た
え
一
口
な
み
そ
た
と
第
と
組
鶴
吋
そ
一
部

-
E
E
-
-
雲
-

七
両
信
一
十
七
百
開
会
し
た
第
五
回
市
議
会
磁
同
町
会
は
、
総
務
@
大
野
地
区
開
発
@
工
場
誘
致
各
高
員
会
華
民
の
徳
欠
選

任
を
行
な
い
、
さ
き
に
繰
上
司

U
4謂
調
直
し
た
山
田
年
七
都
議
員
を
各
丞
員
会
の
委
員
に
え
ら
ん
だ
あ
と
、
議
会
内
に
、
あ

た
ら
し
く
、
首
都
圏
整
備
特
別
委
員
企
を
設
け
る
こ
と
を
き
め
、
創
刊
口
委
員
を
選
任
し
ま
し
た
。
続
い
て
議
案
第

五
回
辱
議
選
認
忍
を
審
議
、
八
幡
磁
ノ
旗
手
旧
第
一
一
海
軍
火
薬
し
よ
う
(
懸
内
八
重
量
百
一
の
六

i
同
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8 月号

に
大
橋
前
議

関
ノ
問
答
臼
一
一
一
ノ
五
に
軍
一
品
経
長
四
百
七
十
二
抗
幅
六
が
を
、
市
道
己
し
て
認
定
す
る

ζ
と
を
司
択
し
ま
し
光
。

第
五
回
市
議
一
馬
入
・
八
幡
潟
地
区
で
、
工
場
用
地
の

金
臨
時
金
は
一
売
収
交
渉
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
お
白

首
都
麹
察
衛
一
で
も
あ

E

、
あ
た
ら
し
く
設
け
ら
れ
た

特
別
委
員
全
一
首
都
癌
整
備
特
別
番
員
会
は
「
持
田
義

の
設
置
を
と
一
員
会
」
と
い
え
る
も
の
で
す
。

議
官
計
計
十
時
間
一
赤
十
字
へ
探

次
の
と
お
り
選
任
し
ま
し
光
。
…
い
理
解

V
委
員
長
@
大
橋
定
義
市
議
一
募
金
百
田
様
の
九
十
八
回
突
破

門v
一
副
書
員
長
@
様
岸
磁
次
郎
市
議
一
市
一
福
祉
事
務
所
で
二
一
一
十
四
年
度
目
赤

守
護
一
一
民
e
府
川
勝
問
問
、
篠
沢
俊
鏡
、
…
募
金
の
結
果
を
発
表
し
ま
し
光
。
そ
れ

内
一
瞬
時
蹴
一
、
富
市
田
藤
太
郎
、
鈴
木
一
に
よ
る
と
、
市
内
の
券
金
続
出
閣
は
百
十

竹
次
郎
、
津
田
川
似
て
石
田
一
臨
治
一
一
一
一
一
万
九
千
留
日
七
十
八
円
に
達
し
、
自

護
伴
奏
ω
各
市
議
。
一
様
績
の
九
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
を

ζ
え
る

首
都
融
開
接
請
計
画
に
よ
る
一
た
か
い
腐
績
を
中
市
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

の
指
定
を
愛
け
一
は
赤
+
字
に
対
す
る
駕
解
の
深
さ
を
も

の
が
た
る
も
の
と
受
け
と
ら
れ
、
関
係

台、

も

つら1長

No.91 

lﾃ 

躯マ

〉争

と 1
し@
カミ J

ら}

号 j
橋'
助
金

昭和 34 年 8 月 10 臼

く
な
っ
た
作
物
も
で
は
じ
め
る

な
ど
、
畑
地
住
躍
力
を
は
ば
む

潤
題
と
し
て
解
決
策
が
の
ぞ
ま

れ
て
い
た
も
の
で
す
。

平
塚
市
内
で
は
、
次
の

県
の
補
助
芋
つ
け
て
、

た
が
年
々
繁
箔
し
、
最
近
で
は
ほ
門
写
真
上
@
大
野
地
方
に
紫
柑
惜
し
た

と
ん
ど
す
べ
て
の
畑
作
物
に
、
滅
ネ

γ
ト
i
ダ
a
関
下
ネ
マ
出
ユiム

収
と
毘
町
長
低
下
の
被
害
を
あ
た
え
岡
地
彊
を
し
た
瓜
の
授
と
、
無
処
穫
の

梅
域
防
Lは
、
作
ブ
け
が
で
き
な
緩
}

八
三O
一
円
@
嫡
祖
国
二
二
、
一
一
七
八
円

e
凋
嫡
一
六
、
九
O
O内
e
金
田
一

九
、
六
五δ
円
@
旭
四
郎
、
八
一
五

円
。
+
沢
一
一
一
九
、
円
円
)
一
円
e
金
呂

五δ
、
七
一
一
一

O
円

の動

約涼がてら御揃いで御出かけ下さい。

2. ~輩

3 

く PR)



し
を
す
る
。
優
良
一
ム
揚
の
選
定
に
つ

い
て
位
、
平
塚
市
と
嘗
都
鎖
骨
皆
様
華

民
会
と
の
一
協
議
樽
簡
を
設
け
て
、
適

正
な
手
段
と
方
訣
に
よ
っ
て
行
な

う
。

③
前
回
@
療
の
協
力
@
こ
の
計
衝
は
も

ち
ろ
ん
留
資
で
あ
り
\
県
の
総
荷
計

画
に
も
合
致
す
る
の
で
、
乙
的
推
進

に
あ
た
っ
て
は
、
践
は
、
農
林

e

地

産
e

出
常
設
な
ど
各
省
の
協
力
に
よ

D

畿
地
駅
間
の
優
先
、
主
要
幹
線
記
時

@
幹
線
水
路
@
住
宅
地
造
成
@
教
湾

筋
設
の
骨
骨
橋
事
リ
ぷ
封
ず
る
助
成
ま
た

は
融
資
なP
春
行
な
う
は
も
ち
る
ん

閣
内
に
お
い
て
も
、
土
勉
利
用
対
策
議

員
会
の
議
を
叫
慌
て
、
農
地
転
出
向
の
優

先
化
を
は
か
る
。
な
ど
で
あ
り
ま

す
。

fP//I/'I/… 
納税窓口
出張ー

8 月 28 日 e 農「宗公民

宣言 e 馬入消防庁舎@

花水会館@海岸公民

館
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平
塚
師
肌
品
制

緩
議
日

O
一
一
一
λ

ピアノ
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重量鰐念雪量
お産事込は

議

滋

縄
の



出
品
@
自
開
作
(
未
発
表
の
も
の
)

諜
議
作
(
子
供
の
あ
そ
び
)
い
ず
れ

も
凸
凶
作
凶
ツ
切
以
上
、
点
数
無
制
限

搬
入
@
十
月
一
日
後
五
時
円
ま
で
見
附

合
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